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　星野公平ニュース

Ｎｏ．１３９　　２０１１年　７　月　７　日

発行　星野公平　　(日本共産党桑名市議団) 
住所　桑名市立花町１－１４－７　電話　２２－２９７５
国会はどうなっているの？
延長国会が１０日以上も「空転」していました。菅首相は、「辞任」を自らの延命のために利用し、その条件を今年度予算の公債発行のための特例法案や２次補正予算の成立、更には再生エネルギー促進法案の成立などと次々引き上げてきました。「被災者、国民はいいかげんにしてほしいと怒っている」。｢やるべき事をやらず、やってはならない事だけをどんどん進めている」。の声が上がっています。　　　　　

｢やるべき事」は、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

国会で本腰を入れた被災者救援・復興議論を早急に行う事です。民主､自民､公明などが成立させた「復興基本法」や､政府の「復興構想会議」が示した提言は､被災者の生活と生業の再建を最優先するのではなく､上からの復興計画を強行し､増税まで押し付ける､被災者の願いに反した中身です｡被災者が求める対策を政府に実行させていくうえで、国会での被災者の立場に立った論戦と国民の戦いが一層重要になってきています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

｢やってはならない事」の第一は、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

政府・与党が２０１０年代半ばまでに消費税を１０％にすると決めたことです。先月３０日、社会保障改革検討本部（本部長・菅首相）の会合を開き、消費増税を盛り込んだ「社会保障と税の一体改革案」を決定しました。これは「社会保障との一体改革」と言いながら出ているメニューをみると、医療費の窓口負担の引き上げ、年金の支給開始年齢の先延ばし、生活保護支給水準の引き下げなど社会保障切り捨てのオンパレードです。社会保障を切り捨てる一方で、消費税率は、「経済状況の好転」を条件に２０１０年代半ばまでに段階的に１０％まで引き上げるとしています｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「やってはならないこと」の第二は、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

政府が「安全宣言」を行って原発の再稼働に躍起になっていることです。日本共産党は、「原発からのすみやかな撤退、自然エネルギーの本格的導入を」の提言
「ルールある経済社会」と「自主・自立の平和外交」
世界の動きがわかる「しんぶん赤旗」をお読みください

日刊紙　月２９００円　　日曜版　月８００円

桑名市議団 星野公平のＨＰは　   http://hoshino.jcpweb.net/
ご意見をお寄せください　ＦＡＸは２２－３０２８　（星野）　　　　　　　　　　

市議会の議場に国旗（日の丸）は必要か
過日（６月３日）の各派代表者会議で、突然に議場への国旗掲揚が提案され、次の各派代表者会議(６月２１日)で各派・無所属の方々の意見が聞かれ、強引に国旗掲揚が決められようとしました。今回、充分な議論を尽くそうという事で、議員アンケートによる賛否と意見集約が実施されています。
私の回答は、賛否ではなくずばり反対です。記入した意見は、
① 今まで議場に日の丸が無くてもなんの問題も無かった。
② 主義主張の違いを認めながら論争する議場に賛否の分かれる日の丸を持ち込むべきでない。
③ 掲揚の義務は無い。
④ 日の丸はあの侵略戦争のシンボルであった。
⑤ 国の悪政(やってくれないこと)の防波堤となって住民を守るのが地方自治である。日の丸を国旗というならば議場に掲げる必要性が無い。
⑥ 議会運営は各会派・議員が一致したもので行うべきである。
.                                                             .

を発表し、国民的な討論と合意を呼びかけています。提言では、「安全な原発などありえない」と原発からの撤退の決断を政府に求め、５～１０年以内に「原発ゼロ」のプログラムを策定するよう求めています。安全な原発などありえず、重大事故の起こる可能性は排除できなく、地元合意の無いまま、政府は産業界からの要求をたてに自治体に原発の運転再開を求めるべきではありません。　

財源については、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日本共産党は、軍事費をはじめとする不要不急の浪費や大企業・大資産家への行き過ぎた減税にメスを入れることを強調しています。震災復興については、大企業の巨額の内部留保を活用して復興債を発行し、長期の償還でまかなう財源策を主張しています。
６月議会報告
６月議会は６月１０日から始まり２８日に終わりました。日本共産党桑名市議団は、本会議で星野公平議員が、提案になった８議案中２議案に２５分質疑をし、一般質問は石田正子議員が４５分、星野公平議員が２０分しました（詳細既報）。　　　　　　　　　　ｐ８議案中３議案に以下の理由で反対しました。①「一般会計補正予算」は、震災の影響を受けて本当に困っている中小零細企業の支援になってない。②「庁舎耐震補強プロポーザル審査委員会条例」は、委員の選定や委員会の公開が明らかになっていない。③「市道の認定」は、認定しようとする道路の所有が明確でない点やまだできてない道路を認定しようとしている。

最終日には、人事案件２件（人権擁護委員の推薦）、議会推薦の農業委員、「桑名市議会議員政治倫理条例」、「東海・東南海・南海地震防災対策等に関する意見書」が上程され賛成しましたが、「地域医療体制の再構築のために必要な予算措置等を求める意見書」を国に提出することには反対しました。理由は、議会のチェックから離れていく地方独立行政法人の桑名市民病院、再編統合といいながら実質は山本総合病院の買収である事（だからお金がかかる）、国に求めるべきは社会保障の観点から医療制度の改革自体にお金を出す事を指摘しました。
議会が終わって７月になりました。
梅雨は何時明けるのでしょうか。スケジュールは一杯です。暑い夏、充電中。

７月４日（月）、１１日（月）　市民病院評価委員会を傍聴。この１年間の病院の実績に対して、委員の皆さんがどの様な点数をつけるか注目です。　　　　（＊）
８日（金）、９日(土)　夏季・市町村議会議員セミナー（名古屋）地域主権と今後の地方財政、まちの活性化、議会改革について勉強してきます。
１４日（木）、１５日(金)　建設水道委員会視察（岡山、高知）自転車を活かしたまちづくりや駅周辺の区画整理事業等を行政視察してきます。
１７日（日）　桑名空襲の日。貝塚公園で追悼式。市内のお寺で鐘が鳴ります。
２０日（水）　総合計画後期基本計画検討協議会（議会からの要望とパブコメ）
２２日（金）　日本共産党桑名市議団市政報告会（市民会館で午後７時より）
２３日（土）、２４日（日）　自治体学校（奈良）水行政について勉強してきます。
２５日（月）　建設水道委員会視察（名古屋）防災に関連し上下水道局を訪問。
２６日（火）　桑名市議会研修会
８月１日（月）、２日（火）地方議会議員研修会（東京）防災に関連して地方議員の役割や自然エネルギーの基礎について学んできます。

１０日（水）　北勢５市議員研修会（四日市）
週初めの駅頭宣伝と２週に１度の「星野公平ニュース」の発行は継続します。　　(＊)地方独立行政法人桑名市民病院の評価委員会を傍聴して(１、２回)　　　　　　　　
病院側の自己評価は甘いのではないか。メンバーは、元三重大学長、三重大学病院院長、桑名医師会長、桑名商工会議所会頭、公認会計士の５人です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1、 決算が黒字だというマジック。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

決算報告書によると▲１１７百万円の赤字で、損益計算書では１.３百万円の黒字になっています。損益計算書の計上額と決算額との差は、損益計算書に計上されている資産見返の戻入と減価償却費が決算額には含組まれていません(消費税については不明）。今までは公営企業の経理処理がなされ、今回は地独法上の経理処理で資産見返の戻入が計上されて黒字化されています。副市長等は喜んでいますが、委員からは、民間には理解しにくい財務諸表だと指摘があり、２回目で再度説明がありましたが、委員の皆さん理解されたがどうか分かりません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2、 病院内の改革（？）は進んでいるらしい。（議会は中期目標以外関与できない）
　新しい人事評価制度が導入された。平成２２年２月から、管理職、各部署代表及び組合代表で構成する人事評価プロジェクト会議を設置し、法人が期待する行動基準を職員参加のもと策定し、行動評価、能力評価及び業績評価の３要素による人事評価制度を構築し、平成２２年度から運用を開始し、オープンな透明性の高い制度になっているという。これによって職員間に給与の格差が生じてきている。医師については平成２３年度中に導入予定だが、委員からは医師への導入は慎重にとの都合のいい意見が出されました。
長良川河口堰のゲートを上げよ！豊かな川から豊かな海へ
６月２５日、岐阜県の長良川市民学習会の長良川河口堰環境観察会に参加しました。河口堰のゲートが閉められて１６年、生態系に深刻な影響を与えています。堤防で集会をし、住吉神社より「おおぜき」さんの船２艘に分かれて、揖斐川と長良川河口堰の下流で土砂を採取しました。揖斐川は砂地で蜆が生息していましたが、長良川河口堰下流ではヘドロ状で泥臭く低酸素状況（酸化還元電位測定）でした。予想通りの結果。河口堰閘門を上って、少なくなったヨシ原を観察しました。以前は国が人工的に植えたそうですが、減る一方だそうです。水の浄化や野鳥のために必要なヨシ原が無くなろうとしています。長良川の水の知多半島へ送る取水口を見て、長島沖のハマグリなどの人工干潟の辺りを回って戻りました。愛知、岐阜、三重の三県で国に開門を要求していく必要性を感じました。
土砂の採取状況　　　　　　　　　揖斐川の土砂　　　　　　　 長良川河口堰下流の土砂
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　　　 侵食されるヨシ原　　　　　　　 長良川の水の取水口       揖斐川よりはまぐりプラザを見る　　　
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